
- 1 -

陳述書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　私達夫婦は、私が２１歳、女房が２０歳で結婚しました。周りの人達から「若すぎる」と、よく言われてました。　翌年には、長男が生まれました。私たちは家族を守るために、喧嘩しながらも一生懸命頑張ってきました。自分たちの親に頼らず、道を踏み外すことなく、「若いからしょうがない」と言われないように生きようと必死でした。確かに給料も安い中で生活していくのは大変でした。そんな中で周りの大人の人たちにいろんなことを教えてもらいながら、私たちの家族の暮らし方を築いて行った様な気がします。

　気がついてみると、子供も３人になり、女房もまるでスポーツをやってるかの如く、汗をかきながら家事をやっていました。私も２０年の間に、小さな会社の役員になっていました。

　子育ては、誰もが手探りだと思います。私たちも何が正解かなんて解らないながら、すべて子供中心で頑張ってきました。唯、いままで生きてきたことを、私たちの経験として教えていこうと思いました。

　独立心を持つこと　経済観念を持つこと　　そんなことから長男が新聞配達をしたいと言い出したとき反対する理由はありませんでした。最初は「世の中の辛さを教えるには丁度いい」くらいに思っていました。続くはずがないと思ったからです。兄の新聞配達は遅刻もしてたようですが、高校３年間遣り通して大学へも行くことになりました。　誉めました。　ここは誉めるべき所と　夫婦で誉めました。次男の拓那も尊敬の眼差しでした。

　まもなく拓那も、高校に入学しました。拓那の新聞配達もそんな流れがありました。

　　どの親も子供の成長には語りつくせぬものがあります。子供たちが小さくてとても愛らしく、可愛くってしょうがなかった頃の日々を思い出すだけで懐かしさがあふれてきます。

ずいぶん成長してくれたものだと、親として目を細める日々を送っておりました。

　特に最近の拓那の輝きは、妻と下の娘が拓を見上げて「かっこいい！！」とくちばしってしまうほどで、私はあきれながらも笑いながら見ていたものです。

拓那は一生懸命生きていました。

　小さい頃から一緒に遊んだ友達は今もずっと友達で、沢山沢山、友達を作りました。中学２年の途中で、男子バレー部に入部しました。急にバレー部と言い出したのでびっくりしましたがメンバーが皆、小学生のとき特に仲良しで深い友情を作り上げていった友達だったのが解って納得しました。途中入部の拓那は、レギュラーにはなれません。でも拓那は誰よりも努力を惜しまず必死に皆についていったようです。その姿は部員たちが見ていてくれて拓を励ましてくれていたのです。中学校を卒業するとき、バレー部の一人の子に言われたそうです。「拓ちゃんは中学ではレギュラーになれなかったけど、すごく上達したから高校に入ったら絶対レギュラーになれるよ。そうしたら試合会場で会おうね！」この言葉を拓はしっかり受け止めたのでしょう。

　拓那は夢にまで見た高校生になり、バレーボール部に入部しました。兄も高校３年間新聞配達を無事に勤めたということが、とても拓の励みになっていて友達にそんな兄を自慢しつつ「僕にもできる！」と言っていたそうです。高校生になったら携帯電話を持ちたいという願いがあり、収入のないものは贅沢品を持ってはいけないと言い聞かせていた我が家では、アルバイトはどうしてもやりたかったのです。　バレー部に集中できて学校にも通い続けられる絶好のアルバイトが新聞配達だったのです。

　念願の携帯電話を手に入れ、勉強も新聞もバレーも本当に頑張っていました。でももともと弱小チームだったバレー部は３年生が進学のため、去って行ってしまった途端、一人ずつ部員が減ってしまい、とうとう拓那一人になってしまったのです。でも拓那はあきらめませんでした。退部していった仲間を呼び戻すべく、休み時間は勧誘に各クラスにまめに顔を出していたそうです。そして一人でも練習を休みませんでした。時には女子バレー部と一緒に練習させてもらったりしていたそうです。体育館で拓那が一人で練習している姿は校長先生さえも見ていて知っていてくれていました。

　休みの日は拓が携帯電話で中学時代のバレー部のメンバーにメールを「市民体育館集合！！」と送ると皆来てくれて拓那のために練習してくれるのです。皆、進学校へいっていて勉強も大変なのに拓那のために時間を惜しまず一緒に練習してくれたのです。なんと素敵な友情でしょう。

　今年の一月ごろだったでしょうか、冬休みでも練習を休まず頑張っていたときこんなことを言っていました。「今は一人だけど、新学期になったら新入生がくるんだ！そしたら僕だけでも頑張っていたら必ず入部してくるはずなんだ。」ととてもニコニコしてそう言っていました。それとこんなことも言っていたそうです。「僕のバイト代は携帯のためだけじゃないんだ。考えてることがあって、お金をためる計画があるんだ」　それを聞いた妻はふざけ半分に「なぁんだかねぇー」と聞き流していましたが、バレー部のためにボールを新しくしたりネット代のたしになるようにお金を貯める計画を立てていたと言うことを後に、拓那の友達から教えて貰いました。

　拓那はいつも前向きに生きていたんです。

　今年２月に入ったばかりの頃、進級に備えてのクラス替えがあるということで、専門学校にしようか、大学にしようかと、迷っている。と言っていたので私は「急いで決めなくていいよ。３年生になるまでゆっくり考えていいんだよ。そのうち自分で見つかるよ！」と言ったら「うん。」とうなづいてそして、嬉しそうにニコニコしていた顔を今もはっきり思い出されます。

　パソコンなども一生懸命でした。いつの間にかみんなのパソコンの先生になり、インターネットのタイピングではスペシャルクラスでした。我が家の年賀状作成は、拓那にすべて任せておりました。パソコンがちょっとでも調子が悪くなったり、使い方が解らないときは、私も、兄も、妹も「拓ちゃん！！」と、とにかく頼っておりました。今でもパソコンを見ると拓那がキーを叩いている姿がはっきりと浮かんできます。

　妻が言います。拓那のご飯を食べる時のしぐさ、茶碗の持ち方、最近あぐらをかいて食事をするようになっていたので「やぁねぇ」と言ったら「まぁーまぁー」と大人くさい笑顔でたしなめられたときのしぐさもはっきりと思い出される　と。

　ＴＶのお笑い番組が大好きで、大きな声でお腹を抱えて笑っていました。その笑い声もはっきり思い出されます。このように私たちは、生活している些細なことで拓那のことを思い出し、泣いているのです。

　毎年、海や山でキャンプをしました。釣りにも行きました。旅行も色々なところへ連れて行きました。遊園地でいっぱい遊んだ事など、思い出がいっぱい溢れています。拓那のためのお弁当作りは、妻の楽しみの一つだったようです。子供たちがどんどん成長して一緒に出かけることも少なくなってきたことを実感し始めていましたが、その代わりこれからの子供たちの成長をとても楽しみに思うようになっていました。拓那は見る見る背が伸びていって「いったい何センチになるのか」と夫婦で話していました。どんな大人になってくれるのか本当に楽しみでした。子供の成長は親の夢です。

　保険証から拓那が消えます。住民票からも戸籍からも・・・

　「５人家族から、４人家族になったんだなって考えるだけで、恐怖心が襲ってくるよ。辛すぎるよ。」と妻に言われました。

まだ４人だけの食事はしていません。　今でも毎日友人がかわるがわる来てくれて、線香をあげてくれているので、何とか会話をしながら食事をしています。もし４人だけになったらどうなってしまうでしょう。泣きながらの食事になることは間違いありません。　

　２月１２日、警察の電話から始まった恐怖は、一生忘れることはできません。

　病院に着いたときには拓那はただストレッチャーに乗せられたままの状態でなんの処置もされず、先生はまるで放心状態のように立っていました。妻は腰が抜け立てなくなり、娘は泣きじゃくり、そして私は大声を出して泣いていました。

しばらくして刑事らしき人が来て「これはひき逃げですから」とあっさり言ったのが聞こえました。一帯なにが起きたというのか、病院への怒り刑事の事務的言葉への怒り、そしていったい誰が拓をこんな姿にしたのか。という怒りの中、私が殺してしまったのか！という責任の重みの中でずっともがき苦しんでいたのです。

　拓那がどういう子でどのように生きてきたかなんて、そんなの拓那の通夜、告別式に参列してくださった方、どなたも解ってくれたことでしょう。

　１６歳という若い男の子が１０００人もの人を集め、泣いてもらうということがあるのでしょうか。葬儀社関係の方に「葬儀社始まって以来です。」といわれました。

　拓那が事故にあってからすぐに沢山の友達が泣きながら家に集まってくれました。入りきれないくらいで皆嗚咽を上げて泣いてくれていました。いつまでも家に帰ろうとせず、拓那が司法解剖からやっと家に帰ってきたときも、皆拓那のそばにいて泣いていてくれていました。通夜にも泣き止まない子が大勢いたので皆に泊まってもらいました。告別式も本当に大勢の子供たちが来てくれて、出棺のときは大声で拓那の名を呼び、叫び、嗚咽をあげて泣き、床に伏せてなきじゃくる子までいたのです。彼らには火葬場にも行ってもらいました。火葬場でも例がないと、いわれたそうですが、そんなことはどうでもいいのです。それだけ拓那の死が大勢の友達にショックを与えたのです。

　私たち夫婦は火葬場へは行きませんでした。葬儀場で拓那の帰りを待つことにして会場にいたとき、拓那と小学校の頃から仲の良かった子が私たちの前に来て「俺、俺・・・」といったまま嗚咽をあげて大隔膜が痙攣を起こしたように泣きじゃくりながら床に何度も頭をぶつけ懸命に拓那の死を受け止め悲しみ、悔しがってくれました。

　妻は安定剤を沢山飲んで必死で立っている状況の中で、その子の背中をずっとなでてやっていました。

　それから拓那のお骨が帰ってきて、繰上げ法要を終わらせても、沢山の友達が帰ろうとしませんでした。親戚の人たちには事情は解って貰えていたのでここで失礼させてくださいと謝って、子供達を皆家に来させました。そして親の許しを得て泊まってもらいました。みんな拓那のために線香とロウソクを絶やさぬように交代しながらずっとそばにいてくれました。

　２ヶ月過ぎた今でも、彼らは必ず拓那に会いにやって来ます。線香をあげて、私たちに沢山の冗談を言って笑わせてくれます。彼らが私たちを励まして、そして笑ってもらおうとしている気持ち、分ってます。彼らが必死で涙をこらえているのも気づいています。そして妻が家で一人きりにならないように気を使ってくれていることも分かっています。

　拓那の大切な友人、そして私たち家族にとっても、今とっても必要な人たち、そんな励ましの中でやっとの思いで息をしています。生きなければならないと思うようになってきました。でも一生おなかのそこから笑うことはもう無いのだと思います。

　拓那には素敵な友達が沢山いるのです。拓那の人脈なのか、みんながいい子ぞろいだったのか・・・　みんないい子達ばっかりだったから拓那の友達になってくれたのか・・・。

　４９日の法要は、親戚を早めの日に呼んで済ませて、４月１日当日は、拓那のお別れ会として友達を呼びました。子供たちに進行を任せてそして沢山の友人たちが来てくれました。拓那の思い出話のひとつです。　ある女子が恋の悩みを拓那に打ち明けたとき拓那は「僕は、君の良いところを沢山知ってるよ、だからそこを思いっきりアピールしたらいいよ」と言ってくれたそうです。また、ある女子が悩みを相談したら「１％の可能性しかなくて９９％無理だともし僕が言われたら、僕なら９９％努力する、絶対あきらめない」と言ったそうです。この言葉は、ずっと心に響いていると言ってくれました。

　仲良しの男の子の母親に言われました「うちの子、家でずっと泣いてるの、拓ちゃんは天使だったんだよ。誰にも言えない悩みを聞いてもらっていたんだ。まだまだ聞いてもらいたいことがいっぱいあるんだ、これからどうすればいいんだろう！」といって泣いているのだとその母親も泣きじゃくりながら教えてくれたんです。

　あるご両親が２人で泣きながらやってきて「うちの子がどれだけ拓ちゃんに迷惑をかけ助けられてきたか、世話になってきたか、拓ちゃんがいなかったらどうなっていたか分からなかったんだよぉ」と言って拓那にすがって泣いていました。

　私たちも拓那の死を全部受け止められず呆然としている中このように家族以外の人が拓の死を悔しがってくれています。

　拓那がいなくなってから知ったのですが、拓がある友人に言っていたそうです。「僕の妹は良く喋ってうるさいから結婚したら旦那は大変だ。だから僕はその旦那と酒を飲んで茜の悪口を一緒に言って茜の旦那の愚痴を聞くのが楽しみなんだ。」と　　妻も娘も泣いていました。本当に妹思いでした。そしてとても仲が良かったです。妹のしつけにもうるさく、言葉遣い、先輩に対する態度など親の見えないところなどでのしつけは拓那に任せておけば大丈夫だと思っていた程です。兄にとっても拓那は癒しだったのです。兄の友人にとっても「かけがえのない癒しだ。」といわれました。家族にとっても沢山の友達にとってもかけがえのない天使です。それが拓那です。

　拓那は毎朝、新聞配達から帰ってくると、バレーの筋肉トレーニングだと言って、家の周りの雪かきをしてくれていました。その姿を近所の方たちも見ていてくれ、よく　「拓ちゃん、偉いね」と感心されていて、そんな拓那を見て少し自慢でした。これから毎年、冬が来るたびに思い出して切なくなるだろうと思います。

　現在、私たち家族は拓那がすぐ見える部屋で川の字になって寝ています。妻の妹は毎日、自分のアパートへ帰らず、家に来てくれています。そうしてくれていないと、誰か居てくれていないと私たち家族は、崩れそうなんです。毎日こうして身内や拓那の友達に助けてもらいながら、やっと生きているのです。

　　拓那は、とても明るくて、優しい子でした。なによりも芯の強い子でした。そんな拓那を周りの子はよく判っていたのでしょう　とにかく友達の多い子でした。事故があったその日から４９日を過ぎても友達が家にいない日は一日もありません。子供たちは「自分たちがこんなに辛いんだから拓那の母親は計り知れない悲しみだろう　自分たちが拓那の母親を守らなくては」と交代交代で拓那母のそばから離れないのです。　今更ながら、なんて優しい子供たちなんだろうと、なんていい子達ばかり拓那の周りに集まったのだろうと、思いながら日々を送っております。　拓那とこの子達は、深い絆があるのでしょう。　　　　
信頼と言う言葉が心にしっかりあるのでしょう。　拓那にとって自分を置き去りにした大
人は、どういう風に映ったでしょう？　同じ大人として恥ずかしい　「信頼」という言葉を大事にしている子供に　車に乗った大人は裏切ったのです。その罪は重いと思うのです。
　交通事故は、同じ車を運転するものとして、責めたり出来るものではありません。唯、当然成すべきことをしなかった犯人は、どうしても許せないのです。
　１８歳で免許証を手にできるのは、何も技術的なことが出来る様になる年齢ではなく、義務を果たせる年齢になるということだと思います。自分よりも相手のことを一寸でも多く考えることが出来れば、怖くても救急車を呼べる筈です。
先程も話しましたが、拓那が病院に運ばれたとき、病院の先生は何も手を付けていませんでした。当然でしょう。何時から雪の上にいたかも解らず、司法解剖待ちでは、処置のしようがないでしょう。　
　もし、拓那が救急車で運ばれていたなら、同じ結果だとしても病院の対応は全く違ったものだったでしょう。私たち家族の心の傷もまた、深さに違いがあったことでしょう。少なくても、犯人の母親からの花供を送りかえしたりなんかしなかったと思います。

　はたして、このような事をする人間を親としてしっかり教育したといえるでしょうか？　犯人のお母さんはこれからしっかり監督するとおっしゃいましたが、今まで出来ていない監督をこれからもされて、はたしていい方向に向かうのでしょうか？　私の長男も昨年免許を取りました。そのとき、親の心得として、夫婦で話し合ったことは、もし息子が間違いを起こし、事故を起こしてしまったら、人を轢いてしまうようなことがあったとしたら、責任のある行動を教えると共に、子供と一緒に親も一生その罪を償っていく覚悟の上で免許を取らせました。又、その覚悟を持って私たち夫婦も普段　車を運転しています。犯人の親もそのような覚悟があるのでしょうか？たとえ犯人が反省していると言ったとしても、そんな言葉を誰が信じることができるでしょうか？身柄確保から自供に至るまでにも、随分と時間がかかり、逮捕まで大変だったと聞いております。この公判での反省の言葉は気休めにもならないことを解ってください。反省の言葉などでもし犯人が、刑務所に入らずに執行猶予がついてしまうならば、人を見殺しにしても許されるということになります。そんな世の中で私は子供たちに、どう教え、育てていけばよいのでしょうか。それは、犯人と一緒に乗っていた人にも言いたいのです。同乗者でさえ許せないのですから、ましてや、犯人のことは絶対許せないのです。

　犯人は口では反省しているというでしょう。もし反省するというのであれば、雪の降る中、置き去りにして見殺しにしてしまったと言う事の、罪の償いを刑務所に入り拓那に謝り続けることではないでしょうか。自分の犯した罪の大きさを心と身体で感じてもらわないと責任の持てる人間には、いつまでたってもなれないような気がします。刑務所に入って反省してほしい。家族の正直な気持ちです。

　たとえ今、犯人から反省の手紙が来たとしても、裁判の直前では単なるパフォーマンスに感じてしまうので、刑務所の中で書いた反省の手紙を、心から願います。

　拓那は１６歳という若さで、これから送るであろうはずの人生をすべて奪われたのです。
　拓那が送るであろうはずの人生は、決してお金では換えられません。

示談についての打診は来ているみたいです。でも今の私たちには、とても考える状況ではありません。なぜなら、心の傷がまったく癒えてないからです。私たち家族には、拓那を失ったことによる辛さ、悲しさ、悔しさで胸が張り裂けそうです。そのぶん、犯人に対する怒りも一向に治まりません。今のこの気持ちは決してお金などでは解決できるものではありません。

私たち夫婦は、これから一生、子供を守れなかった罪の意識と、後悔の中で生きていくことでしょう。犯人には、しっかりと刑務所で罪を償って欲しいと思います。
　私たちは、私の娘や拓那の友達にはこの公判の傍聴をさせません。まだまだ成長過程にある子供達に、人を恨むとか憎むとかというそういった感情を必要以上に植えつけたくなかったからです。又、そうすることが犯人やその家族のためでもあると思ったからです。
　私たち家族の心の傷が癒えることはないかもしれません。

　犯人親子の罪の償いに終わりはないかもしれません。

　　それでも、犯人が刑務所で刑に服した後には、私たち家族と、犯人親子に、　時が優しく流れてくれることを望みます。　　　　　

　
　　　　　　　　　　　平成１５年　５月　７日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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